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WWFとの連携による
天然ゴム小規模農家への支援活動 

ブリヂストンは2024年、WWFジャパン 及びインドネシア

と連携し、中期的な協力を前提として、インドネシアのリア

ウ州とジャンビ州で天然ゴムを栽培する小規模農家に対して、

収穫量向上に向けた技術研修の提供を始めました。当社は、

整地や苗床づくりからはじまり、天然ゴムラテックスを凝

固させたカップランプによる採取までの一連の技術研修を

2024年に実施していく予定です。2024年第1四半期には、

インドネシアにある当社の天然ゴム農園及び本社の技術

センターから専門性を持つ人財が活動に参加し、インドネ

シア・リアウ州の農民組合 Kuantan Singingi Rubber 

Farmers Association（APKARKUSI）に加入する小規

模農家10軒と、ジャンビ州の小規模農家5軒に対し、採取技

術、施肥と剪定、病害対策について研修を行いました。活動

のさらなる効果拡大を目指すにあたり、各農園の状況に合

ブリヂストンは、事業環境の変化を踏まえ、従来のQCD

を中心とした価値に加え、ESGをはじめとする新たな

価値の創造に目を向けた調達活動に重点を置いていま

す。私たちは、「Bridgestone E8 Commitment」

を軸として、パートナーの皆様との対話を強化し、新

たな価値を共創することが重要であると考えています。

例えば、サステナビリティへの社会的要求が高い原材

料の一つである天然ゴムについては、お取引先様と連

携してトレーサビリティの向上に努めるとともに、小規

模農家をはじめとするサプライチェーン各所で生じる

社会課題の解決にも積極的に取り組んでいます。今

後もお取引先様との連携を深めて持続可能性の向上

に努めていきます。

ビジネスと連動したサステナビリティ価値創造：サステナブル調達

大前 仁
グローバル調達部門長

24MBP ビジネス具体化シナリオ：良いビジネスを創る

＊1 Global Platform for Sustainable Natural Rubber

＊2 ブリヂストンでは、「1. 継続的に利用可能な資源から得られ、2. 事業として長期的に成立し、
3. 原材料調達から廃棄に至るライフサイクル全体で環境・社会面への影響が小さい原材料」
をサステナブルマテリアルと位置付けています。詳しくは下記をご覧ください。

 �「環境長期目標 (2050年以降): 100%サステナブルマテリアル化」 
https://www.bridgestone.co.jp/csr/environment/resources/

＊3 ブリヂストンと直接取引するタイヤ原材料の一次サプライヤー

ブリヂストンは、バリューチェーン全体で持続可能な社会の実

現と持続的な価値創造基盤の構築に同時に取り組んでおり、

社会やビジネスへの影響を踏まえ、特に天然ゴムの持続可能

な調達に注力しています。天然ゴムはタイヤの製造に使われ

る主要原料であり、高品質のタイヤを生産するうえで不可欠な

再生可能資源です。また、天然ゴムの栽培には600万人以上

が関わっているともいわれ、多くの人々の生計を支えています。

そのため、天然ゴムの持続可能性向上に向けた取り組みは、

私たちが事業を継続していくための重要な経営課題となって

います。

　天然ゴムの大半は東南アジアの小規模農家や大規模農園

で栽培されています。世界の天然ゴム需要が長年にわたり上

昇傾向を辿る中、ブリヂストンが持続可能な調達活動を推進

していくには、森林を保護しながら、収穫量の増加と小規模農

家の生計の向上を図っていく必要があると考えています。

　小規模農家の生産能力向上を目的とした取り組みを進める

ため、関連機能を結集して「キャパシティビルディングタスクフォー

ス」を2022年に設立しました。2023年には、自社の天然ゴム

農園の経営で蓄積された技術や知識を活用し、5,640の小規

模農家への研修や技術支援を行ったほか、生産量や収入の拡

大を支援するためのプロジェクトを実施しました。取り組みを

加速させるため、2026年までに収穫量の増加や小規模農家

の生計向上、さらには森林の保護を目指して、12,000軒の小

規模農家支援を中期目標とするグローバル戦略を策定しまし

た。この目標は、持続可能な天然ゴムのためのプラットフォー

ム（GPSNR＊1） の基準にも沿った内容となっています。

　ブリヂストンの持続可能な調達活動の実現に向けた活動は、

「グローバルサステナブル調達ポリシー（以下、調達ポリ

シー）」 に基づいており、2050年を見据えた環境長期目標に

掲げる「100%サステナブルマテリアル化＊2」にも沿うものです。 

　すべての主要なTier1＊3のお取引先様に改訂した調達ポリ

シーの受領を確認することを目標としており、2024年3月末

時点で87％のタイヤ原材料のお取引先様から調達ポリシーの

受領書をいただいています。

https://www.bridgestone.co.jp/csr/environment/resources/
https://sustainablenaturalrubber.org/
https://www.bridgestone.co.jp/csr/social/procurement/pdf/Policy_Japanese.pdf
https://www.wwf.or.jp/


採取技術と薬剤塗布の研修風景
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わせて収量向上技術の基準を定めるとともに、今回の研修を

受講した15人を指導者として育成し、こうした技術をより多

くの小規模農家に普及させるための体制を構築していきます。

持続可能な天然ゴムのためのグローバルプラット
フォーム（GPSNR）

多様なステークホルダーが参加するGPSNRでは、タイヤメー

カー、自動車メーカー、加工・製造業者、小規模農家、市民社

会が協力し、資源や知識を共有しながら、天然ゴム業界の持

私たちの組合に所属する農家のほとんどは慣行農

法を行っており、若木の手入れ、ラテックス採取、カッ

プランプの凝固と採取、病害対策といった天然ゴム

を生産するための適切な技術を学ぶ機会はこれま

でにありませんでした。

　こうした技術習得研修の場を提供してくれたブ

リヂストンとWWF には本当に感謝しています。研

修を受講すれば、天然ゴム生産の農業生産工程管理

（GAP）について学ぶことができます。

　天然ゴム生産の存続・発展に向けて、今後も包括

的なフォローアップ研修が定期的に実施される予定

で、最終的にはゴム農家の収入と暮らしの向上、そ

してクアンタンシンギンギ県における持続可能な天

然ゴム生産の拡大につながることを期待しています。

Syoffinal
Advisor of APKARKUSI
(Kuantan Singingi Ruber 
Farmers Association)

 ��持続可能な天然ゴムのためのプラットフォーム（GPSNR） 
https://sustainablenaturalrubber.org/

 ��グローバルサステナブル調達ポリシー 
https://www.bridgestone.co.jp/csr/social/procurement/pdf/Policy_Japanese.pdf

 ��WWFジャパン 
https://www.wwf.or.jp/

 ��ETRMA：European Tyre & Rubber Manufacturers’ ssociation 
https://www.etrma.org/

続可能性向上に向けたブリヂストンの活動を推進するため

の有効なプラットフォームとして機能しています。

　ブリヂストンは、小規模農家の生産能力と持続可能性を強化

するため、2023年にGPSNRが中心となって実施する取り組

みへの支援として、GPSNRに6万ドル（約790万円）を寄付しま

した。GPSNRのエクゼクティブコミッティのメンバーとして発

足時から参画しており、「小規模農家ワーキンググループ」での

活動のほか、GPSNRの「責任共有フレームワーク」や保証制

度に関する議論を主導するなど、多方面で役割を果たしていま

す。ブリヂストンは、持続可能な天然ゴムサプライチェーンの構

築に向けて､幅広く複雑な課題に対処していくためにも、業界

内での議論や環境整備に主体的に関わっていきます。

EU森林破壊防止規制への対応

ブリヂ ストン は、EU の 森林破壊防止規制（EUDR：EU 

Deforestation Regulation）の 要件 に 適時 か つ 迅速 に

対応するための体制をグループ全体で整えており、対応準備

を進めています。また、GPSNRや欧州タイヤ・ゴム製造協会

（ETRMA：European Tyre & Rubber Manufacturers’ 

Association） などの業界団体とも積極的に連携し、規制

内容に対する業界共通の見解を取りまとめるとともに、生産を

支える小規模農家を支援しています。

天然ゴムサプライチェーンのトレーサビリティ確保

私たちは、天然ゴムサプライチェーンにおけるトレーサビリティ

の継続的改善に取り組んでおり、2019年からはお取引先様と

緊密に連携し、特に小規模農家レベルを含むサプライチェーン

マッピングに注力してきました。お取引先様の自己申告に基づ

いて、トレーサビリティは2023年までに34%を確保しており、

意義のある成果を得られていますが、各種デジタルツールを活

用し、より包括的かつ正確に理解することを目指しています。

https://www.etrma.org/
https://sustainablenaturalrubber.org/
https://www.bridgestone.co.jp/csr/social/procurement/pdf/Policy_Japanese.pdf
https://www.wwf.or.jp/
https://www.etrma.org/



